
          

1 

風
見
鶏
北
に
振
れ
を
り
冬
の
空
（
宗
道
）
２ 

2 

洗
濯
を
干
す
ベ
ラ
ン
ダ
の
息
白
し
（
石
濱
）
１ 

3 

新
年
や
省
ら
ぬ
吾
子
の
話
が
弾
み
（
老
師
） 

4 

床
の
間
に
香
の
た
ゆ
た
ふ
初
景
色
（
浄
淵
）
１ 

5 

頂
相
の
眼
光
痛
し
互
礼
会
（
白
堂
）
２ 

6 

田
眠
り
た
だ
た
だ
静
か
初
散
歩
（
寶
州
）
１ 

7 

一
月
の
山
の
向
う
の
山
の
色
（
霊
峰
） 

8 

松
の
内
友
の
近
況
思
い
け
り
（
西
田
） 

9 

理
髪
の
灯
せ
は
し
く
ま
は
る
師
走
か
な
（
宗
道
）
４ 

10 

合
格
の
祈
願
頼
み
や
オ
ク
ト
パ
ス
（
徹
心
） 

11 

ふ
ぐ
酌
み
て
今
年
を
語
る
大
旦
（
老
師
） 

12 

髭
先
に
寒
さ
集
ま
る
朝
か
な
（
霊
峰
）
３ 

13 

正
月
の
和
室
二
間
は
遊
技
場
（
寶
州
）
２ 

14 

星
冴
え
る
ソ
プ
ラ
ノ
響
か
す
女
あ
り
（
篠
原
） 

15 

謹
厳
の
恩
師
の
賀
状
や
や
く
だ
け
（
宗
道
）
１ 

16 

ご
み
箱
の
昨
日
の
風
呂
の
柚
子
香
る
（
石
濱
）
１ 

17 

紅
白
の
遠
く
に
な
り
ぬ
大
晦
日
（
門
屋
）
１ 

18 

初
競
り
や
祝
儀
相
場
に
恵
比
寿
顔
（
西
田
） 

19 

落
陽
に
ま
ば
た
き
し
て
い
る
障
子
か
な
（
篠
原
）
１ 

20 

菜
を
和
え
て
寿
司
を
散
ら
し
て
春
は
き
ぬ
（
白
堂
） 

21 

自
販
機
の
ご
と
り
と
鳴
る
や
寒
の
雨
（
浄
淵
）
３ 

22 

サ
ザ
ン
カ
の
垣
根
真
紅
に
遠
く
燃
ゆ
（
寶
州
） 

23 

手
袋
の
子
等
駆
け
て
ゆ
く
空
の
青
（
霊
峰
）
１ 

24 

時
な
り
て
山
懐
に
芽
吹
く
木
瓜
（
田
中
）
１ 

25 

明
け
烏
手
の
悴
み
て
一
炷
香
（
徹
心
）
２ 

26 

初
日
浴
び
朝
一
番
機
テ
イ
ク
オ
フ
（
宗
道
） 

27 

手
袋
の
先
綻
び
て
指
寒
し
（
門
屋
）
１ 

28 

総
入
歯
心
し
て
食
ぶ
雑
煮
か
な
（
浄
淵
） 

29 

穏
や
か
な
潮
の
流
れ
や
初
明
り
（
老
師
）
３ 

30 

わ
ら
ぼ
っ
ち
被
り
て
ぼ
た
ん
日
向
ぼ
こ
（
徹
心
）
２ 

31 

今
年
ま
た
元
気
で
す
よ
と
賀
状
来
る
（
無
傳
） 

        

32 

元
旦
や
身
も
引
き
締
ま
る
雑
煮
膳
（
西
田
） 

33 

臨
月
の
妊
婦
逞
し
山
眠
る
（
霊
峰
）
２ 

34 

春
浅
し
蒲
の
穂
絮
が
旅
に
出
る
（
寶
州
）
１ 

35 

初
謡
ひ
家
族
か
し
こ
み
謹
聴
す
（
宗
道
）
１ 

36 

春
着
の
子
走
り
廻
る
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
浄
淵
）
１ 

37 

柚
子
の
香
の
朝
風
呂
に
満
ち
早
や
七
日
（
白
堂
）
３ 

38 

禅
会
に
幸
あ
れ
か
し
と
初
詣
で
（
無
傳
） 

39 
味
酒
の
去
年
今
年
の
渡
し
舟
（
門
屋
） 

40 

初
夢
は
叶
う
夢
よ
と
夢
を
追
う
（
田
中
）
３ 

41 

孫
来
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
医
者
通
い
（
徹
心
） 

42 

遠
き
日
の
コ
ー
ト
の
母
の
下
駄
の
音
（
門
屋
）
７ 

43 

克
明
に
雲
映
す
堀
枯
は
ち
す
（
石
濱
）
３ 

44 

二
度
三
度
味
を
問
は
る
る
雑
煮
か
な
（
浄
淵
）
２ 

45 

若
々
し
年
賀
の
客
は
年
男
（
老
師
） 

46 

向
か
い
合
い
草
粥
す
す
る
膳
静
か
（
白
堂
）
２ 

47 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ゆ
る
り
押
し
出
し
師
走
か
な
（
篠
原
） 

48 

重
箱
の
お
せ
ち
と
と
も
に
齢
重
ね
（
田
中
） 

49 

初
採
れ
の
大
根
三
本
置
き
土
産
（
門
屋
）
１ 

50 

初
日
の
出
世
界
遺
産
に
足
を
向
け
（
西
田
） 

51 

筒
弁
に
七
種
粥
が
入
れ
て
あ
り
（
老
師
）
１ 

52 

一
と
筋
に
生
き
る
姿
や
寒
椿
（
無
傳
）
２ 

53 

除
夜
の
鐘
年
だ
け
増
え
る
親
も
子
も
（
西
田
） 

54 

拡
が
ら
ず
漂
っ
て
を
り
浮
寝
鳥
（
石
濱
）
１ 

55 

寒
の
入
り
待
ち
遠
し
き
や
花
見
酒
（
田
中
） 

56 

春
雷
や
今
日
と
明
日
に
空
で
割
る
（
篠
原
） 

57 

初
風
呂
や
孫
三
人
と
お
も
ち
ゃ
か
な
（
徹
心
）
１ 

58 

数
へ
日
や
帰
郷
の
日
ま
で
あ
と
わ
ず
か
（
石
濱
）
１ 

59 

男
と
て
買
い
物
カ
ゴ
持
つ
大
晦
日
（
篠
原
） 

60 

や
れ
や
れ
と
正
月
太
り
妻
嘆
く
（
田
中
） 

61 

橙
の
輪
郭
硬
く
置
か
れ
け
り
（
霊
峰
） 

 

福

岡

禅

会

俳

句

会

一

月

句

会

結

果 
天 
遠
き
日
の
コ
ー
ト
の
母
の
下
駄
の
音
（
門
屋
） 

 

地 
理
髪
の
灯
せ
は
し
く
ま
は
る
師
走
か
な
（
宗
道
） 

人 

髭
先
に
寒
さ
集
ま
る
朝
か
な 

（
霊
峰
） 

人 

自
販
機
の
ご
と
り
と
鳴
る
や
寒
の
雨
（
浄
淵
） 

人 

穏
や
か
な
潮
の
流
れ
や
初
明
り
（
老
師
） 

人 

柚
子
の
香
の
朝
風
呂
に
満
ち
早
や
七
日
（
白
堂
） 

人 

初
夢
は
叶
う
夢
よ
と
夢
を
追
う
（
田
中
） 

人 

克
明
に
雲
映
す
堀
枯
は
ち
す
（
石
濱
） 

    
 
次
回
締
切
は
、
二
月
十
二
日
（
水
）
句
会
は
十
六
日
（
日
）
で
す
。 


